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―
目
加
田
誠
留
学
日
記
『
北
平
日
記
』
か
ら
辿
る
―

九
州
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
の
初
代
教
授
、
目
加
田
誠
博
士
（
一
九
〇
四
～
一
九
九
四
）
は
、
晩
年
を
福
岡
県
大
野
城
市
で

過
ご
さ
れ
た
。
そ
の
蔵
書
は
さ
く
を
夫
人
（
一
九
一
七
～
二
〇
一
〇
）
の
も
の
と
共
に
現
在
は
目
加
田
文
庫
と
し
て
大
野
城
市
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
北
平
日
記
』
と
題
す
る
目
加
田
先
生
の
北
京
留
学
全
期
間
（
一
九
三
三
年
十
月
～
一
九
三
五
年
三
月
）
に

わ
た
る
自
筆
の
記
録
日
記
八
冊
が
発
見
さ
れ
た
。

日
記
の
記
述
は
約
八
十
年
前
の
北
京
の
様
子
（
伝
統
行
事
、
四
季
折
々
の
風
景
、
商
店
街
、
芝
居
等
）、
日
本
人
や
中
国
人
と
の
交

流
、
読
書
記
録
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
と
り
わ
け
、
書
肆
に
関
し
て
は
、
七
街
区
に
ま
た
が
り
二
十
五
カ
所
を
挙
げ
る
。
中
で
も
記
述

が
多
い
の
は
、
琉
璃
廠
の
来
薫
閣
と
世
古
堂
、
隆
福
寺
街
の
文
奎
堂
、
東
安
市
場
で
あ
る
。
当
時
は
倉
石
武
四
郎
、
吉
川
幸
次
郎
、
小

川
環
樹
、
長
澤
規
矩
也
の
ほ
か
、
楠
本
正
継
、
濱
一
衛
と
い
っ
た
中
国
学
研
究
者
も
北
京
に
留
学
あ
る
い
は
滞
在
し（

（
（

、
頻
繁
に
古
書
肆

を
訪
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
北
平
日
記
』（
以
下
『
日
記
』
と
略
称
）
を
中
心
に
一
九
三
〇
年
代
当
時
の
北
京
の
古
書
肆
の

状
況
を
探
っ
て
み
た
い（

（
（

。
な
お
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
、『
北
平
日
記
』
の
閲
覧
と
、
本
稿
へ
の
引
用
を
大
野
城
市
歴
史
を
つ
な

ぐ
事
業
推
進
室
お
よ
び
目
加
田
先
生
の
ご
子
息
様
方
よ
り
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
に
鳴
謝
致
し
ま
す
。

一　

北
京
古
書
肆
及
び
琉
璃
廠
概
況

北
京
は
明
代
以
降
最
大
の
書
籍
集
散
地
で
あ
り
、
目
加
田
先
生
留
学
当
時
も
依
然
と
し
て
中
国
最
大
の
古
書
市
場
と
し
て
の
地
位
を
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保
っ
て
い
た
。
同
時
期
を
記
録
し
た
孫
殿
起
「
琉
璃
廠
書
肆
三
記
」
に
よ
れ
ば
、
琉
璃
廠
周
辺
及
び
隆
福
寺
街
を
中
心
に
約
三
百
の
書

肆
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
長
澤
規
矩
也
氏
も
「
収
書
遍
歴
」
で
、
交
通
網
の
整
備
に
伴
い
中
国
各
地
に
分
散
し
て
い
た
古
書
が
北

京
、
上
海
に
集
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
張
涵
鋭
「
北
京
琉
璃
廠
書
肆
逸
乗
」
に
は
、
民
国
二
十
年
（
一

九
三
一
）
頃
、
東
方
文
化
委
員
会
が
経
書
類
を
購
入
し
た
事
績
を
記
し
、
山
根
幸
夫
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史（

（
（

』
に
は
一
九
二
六
年
度

か
ら
一
九
三
四
年
度
の
九
年
間
で
三
六
万
八
〇
五
〇
元
を
投
じ
一
一
八
四
八
部
を
購
入
し
た
と
あ
る
。
書
肆
か
ら
の
日
本
人
留
学
生
へ

の
訪
問
販
売
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。『
日
記
』
に
は
「
本
屋
、
多
く
来
る
。」（
昭
和
九
年
十
二
月
二
十
二
日
）
な
ど
と
見
え
る
。
吉

川
幸
次
郎
氏
も
「
留
学
時
代
」
で
「
本
屋
と
の
応
対
が
毎
朝
一
時
間
以
上
か
か
る
」
と
述
懐
し
て
お
り
、
長
澤
規
矩
也
氏
「
収
書
遍
歴
」

も
同
様
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
の
中
国
学
が
北
京
の
書
肆
に
依
存
す
る
状
況
が
垣
間
見
え
よ
う
。

当
時
、
北
京
の
三
分
の
二
以
上
の
書
肆
が
軒
を
連
ね
た
琉
璃
廠
は
、
北
京
市
街
の
南
西
部
、
和
平
門
を
南
に
外
城
へ
出
た
約
一
キ
ロ

先
に
位
置
し
、
骨
董
品
や
古
書
な
ど
の
店
舗
が
多
く
建
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
名
は
明
代
官
窯
と
し
て
五
色
の
琉
璃
瓦
を
製
造
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
、
清
の
乾
隆
年
間
以
降
発
達
し
た
。
街
は
東
西
に
分
れ
、
書
肆
は
西
側
と
東
南
の
海
王
村
公
園
境
内
に
点
在
し
た
。

上
海
な
ど
を
拠
点
と
す
る
新
書
出
版
業
者
も
、
商
務
印
書
館
が
西
琉
璃
廠
南
に
一
九
二
二
年
に
出
店
し
た（

（
（

の
を
は
じ
め
、
中
華
書
局
、

文
明
書
局
、
埽
葉
山
房
、
広
智
書
局
も
琉
璃
廠
に
支
店
を
置
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
琉
璃
廠
書
肆
に
よ
る
影
印
本
の
書
籍
出
版
も
さ
か
ん

に
な
る
。

目
加
田
先
生
が
琉
璃
廠
を
初
め
て
訪
問
す
る
の
は
北
京
到
着
か
ら
僅
か
八
日
後
の
昭
和
八
年
十
月
二
十
七
日
で
あ
る
。

午
後
、
琉
璃
廠
に
行
く
。
翰
文
斎
と
云
へ
る
書
舗
に
善
本
多
し
。
尤
も
値
高
き
店
な
り
。
来
薫
に
ゆ
き
て
陳
杭
に
逢
ふ
。
商
務
印
書

館
に
て
『
四
部
叢
刊
』
零
本
の
『
鮚
埼
集
』
を
見
る
。
十
二
元
。
こ
の
次
買
ひ
度
き
も
の
也
。

そ
の
後
も
度
々
目
加
田
先
生
は
琉
璃
廠
を
訪
れ
て
お
ら
れ
る
。

二　

来
薫
閣
（
二
代
目
店
主
陳
杭
）

来
薫
閣
は
、
目
加
田
先
生
が
東
京
帝
国
大
学
二
年
の
時
『
六
十
種
曲
』
の
取
り
寄
せ
を
注
文
さ
れ
、
北
平
到
着
後
初
め
て
琉
璃
廠
を
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訪
れ
た
際
、
い
ち
は
や
く
店
主
陳
杭
（
字
済
川
、
一
九
〇
二
～
一
九
六
八
）
と
面
会
し
た
店
で
も
あ
る
。『
日
記
』
に
は
二
十
五
カ
所
に

記
述
が
あ
る
。
目
加
田
先
生
は
留
学
中
『
西
廂
記
十
則
』『
雨
窓
欹
枕
集
』『
甲
骨
文
編
』
な
ど
を
購
入
、
北
京
出
発
直
前
の
昭
和
十
年

二
月
二
十
二
日
に
は
書
物
発
送
を
任
せ
ら
れ
、
昭
和
十
七
年
北
京
出
張
時
に
再
訪
し
、
九
州
大
学
経
費
二
万
円
で
府
県
志
を
購
入
さ
れ

る（
（
（

な
ど
目
加
田
先
生
か
ら
の
信
任
が
最
も
厚
か
っ
た
書
肆
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

九
州
大
学
と
の
縁
も
深
い
。
昭
和
九
年
三
月
二
十
～
二
十
八
日
、
楠
本
先
生
を
団
長
と
す
る
九
州
大
学
学
生
旅
行
団
の
北
京
訪
問
時

に
は
「
九
州
大
学
図
書
費
の
交
渉
を
な
す
。
来
薫
は
、
晩
餐
一
度
及
び
尚
小
雲
の
劇
一
度
案
内
せ
り
。」（
三
月
二
十
日
）
と
記
録
す
る
。

そ
の
時
の
同
行
者
の
一
人
で
あ
る
岡
田
武
彦
氏
（
当
時
は
学
生
、
の
ち
九
州
大
学
教
授
）
は
「（
楠
本
博
士
は
）
北
京
の
来
薫
で
す
か
、

あ
そ
こ
に
い
い
書
物
を
ど
ん
ど
ん
註
文
さ
れ
て
、
今
の
研
究
室
の
善
本
の
た
ぐ
い
が
手
に
入
っ
た
様
で
す
。」
と
語
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、

九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
あ
る
濱
一
衛
旧
蔵
書
を
収
め
た
濱
文
庫
に
は
『
来
薫
閣
書
目
第
五
期
四
巻
』（
民
国
二
十
五
年
、
一
九
三
六
）

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

来
薫
閣
は
、
咸
豊
年
間
（
一
八
五
一
～
六
一
）
陳
伯
叔
開
業
の
琴
店
に
始
ま
る
。
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）、
子
孫
の
陳
連
彬
が
屋
号

を
買
い
戻
し
書
肆
を
開
業
す
る
。
民
国
二
十
年
（
一
九
三
一
）
甥
の
陳
杭
が
書
肆
二
代
目
店
主
と
な
る
。
当
時
は
、
戯
曲
小
説
や
大
型

書
籍
が
中
心
で
、
最
盛
期
の
収
集
数
は
年
平
均
五
万
冊
以
上
、
時
価
総
額
十
万
元
以
上
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
十

月
に
は
陳
杭
の
従
兄
弟
張
世
尭
を
責
任
者
と
し
上
海
支
店
を
開
設
す
る
な
ど
、
最
も
成
長
著
し
い
書
肆
で
あ
っ
た
。
来
薫
閣
と
日
本
人

研
究
者
と
の
往
来
が
盛
ん
な
様
子
は
、
長
澤
規
矩
也
氏
、
倉
石
武
四
郎
氏
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
著
述
で
も
確
認
で
き
る
。
吉
川
幸
次
郎

氏
は
「
来
薫
閣
琴
書
店
―
琉
璃
廠
雑
記
―
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

私
の
人
力
車
は
、
た
い
て
い
ま
ず
﹇
中
略
﹈
来
薫
閣
琴
書
店
の
前
に
と
ま
る
。﹇
中
略
﹈
さ
す
が
に
琉
璃
廠
随
一
の
新
人
、
陳
済
川

の
経
営
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
入
口
は
総
ガ
ラ
ス
に
改
造
さ
れ
て
い
る
。

陳
杭
と
は
如
何
な
る
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
河
北
省
南
宮
県
の
人
で
、
初
代
来
薫
閣
店
主
陳
連
彬
（
字
質
�
、
一
八
八
三

～
一
九
四
七
）
の
甥
で
あ
る
。
十
六
才
で
隆
福
寺
街
の
文
奎
堂
に
弟
子
入
り
し
、
一
九
二
五
年
、
陳
連
彬
に
招
か
れ
て
来
薫
閣
の
経
営

に
携
わ
る
。『
中
国
旧
書
業
百
年
』
に
は
、「
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
〇
年
の
間
、
長
澤
規
矩
也
ら
の
要
請
に
よ
り
四
度
訪
日
し
た
。

東
京
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
九
州
、
福
岡
等
各
地
で
古
書
展
示
即
売
会
を
開
き
、
文
求
堂
、
臨
川
書
店
、
京
都
滙
文
堂
等
古
書
店
店
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主
と
の
面
識
を
得
て
、
学
者
、
蔵
書
家
、
図
書
館
を
訪
問
し
、
中
国
古
書
市
場
を
日
本
に
拡
大
し
た
。」
と
あ
る
。
吉
川
幸
次
郎
「
来
薫

閣
琴
書
店
」
に
も
同
様
の
記
述
が
み
え（

（
（

、
日
本
で
も
古
書
販
売
に
成
功
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
陳
杭
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
魯
迅
、
鄭
振
鐸
、
魏
建
功
、
老
舎
、
傅
惜
華
、
趙
万
里
、
胡
厚
宣
、
呉
暁
鈴
、
徐

森
玉
、
王
伯
祥
が
中
国
側
に
お
り
、
日
本
人
研
究
者
と
し
て
は
、
服
部
宇
之
吉
、
狩
野
直
喜
、
青
木
正
児
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

長
澤
規
矩
也
氏
は
「
来
薫
閣
陳
氏
は
も
と
隆
福
寺
文
奎
堂
の
店
員
、
京
都
大
学
の
先
生
方
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
戯
曲
小
説
ブ
ー
ム
に

乗
じ
て
、
文
奎
堂
が
顧
み
な
か
つ
た
こ
の
方
面
の
古
書
を
集
め
、
馬
廉
（
隅
�
）
ら
の
愛
好
者
に
も
ひ
い
き
に
さ
れ
た
。」
と
述
懐
す

る
。
吉
川
幸
次
郎
氏
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
「
陳
済
川
は
英
雄
で
あ
る
」
と
結
ん
で
高
く
評
価
し
て
い
る
。

目
加
田
先
生
は
、
戦
後
再
び
来
薫
閣
を
訪
問
さ
れ
、
そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
お
ら
れ
る
。

（
琉
璃
廠
は
）
さ
び
れ
て
い
た
。
来
薫
閣
も
、
毛
沢
東
全
集
な
ど
の
新
本
ば
か
り
並
ん
で
い
た
。
主
人
も
出
て
来
て
、
懐
か
し
が
っ

て
く
れ
た
が
、
今
は
全
国
か
ら
古
書
を
集
め
て
、
図
書
館
に
収
め
る
の
が
仕
事
だ
そ
う
だ
。
久
し
く
会
わ
ぬ
う
ち
に
、
堂
々
た
る

風
格
に
な
り
、
い
ま
は
人
民
代
表
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た（

（
（

。

三　

世
古
堂
（
張
世
順
）

世
古
堂
は
、『
日
記
』
に
来
薫
閣
を
上
回
る
三
十
三
回
も
あ
ら
わ
れ
、
書
肆
中
最
多
で
あ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
二
十

二
日
に
「
桂
君
の
紹
介
に
て
世
古
堂
書
店
来
る
。
誠
に
解
り
に
く
き
発
音
に
て
一
時
間
近
く
語
れ
り
。」
と
あ
る
の
が
初
め
て
で
、
翌
二

十
三
日
に
は
「
朝
、﹇
中
略
﹈
世
古
堂
（
張
世
順
）。﹇
中
略
﹈
世
古
堂
（
極
め
て
貧
弱
な
る
店
）
に
『
拍
案
驚
奇
』
の
大
版
二
十
円
有
り

と
い
ふ
故
、
午
後
琉
璃
廠
に
ゆ
き
し
に
、
已
に
売
れ
り
と
い
ふ
。」
と
み
え
、
決
し
て
好
印
象
を
抱
い
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
世
古
堂
に
関
す
る
記
録
は
、『
琉
璃
廠
小
志
』、『
中
国
旧
書
業
百
年
』
な
ど
に
は
見
え
ず
、
張
世
順
の
名
が
「
販
書
伝
薪

記
」
文
鑑
堂
の
弟
子
と
し
て
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

目
加
田
先
生
は
『
野
叟
曝
言
』『
樊
山
集
』
の
ほ
か
、
九
州
大
学
の
た
め
に
『
納
書
楹
曲
譜
』
を
購
入
さ
れ
た
（
昭
和
九
年
二
月
二
十

四
日
）。『
日
記
』
で
は
世
古
堂
の
訪
問
し
た
様
子
が
い
き
い
き
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。
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世
古
堂
又
来
る
。
持
参
の
『
書
中
燕
居
筆
記
』
と
て
面
白
き
も
の
あ
り
し
が
、
四
十
元
な
り
と
い
ふ
に
些
か
た
じ
ろ
ぐ
。﹇
中
略
﹈

文
人
満
閑
の
戯
れ
に
す
ぎ
ざ
れ
ど
珍
し
け
れ
ば
両
三
日
の
約
束
に
て
留
め
置
き
つ
。（
昭
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日
）

世
古
堂
来
れ
ど
も
以
後
来
る
に
及
ば
ず
と
断
り
て
返
す
。（
昭
和
八
年
十
二
月
二
日
）

午
後
、
久
し
振
り
に
世
古
堂
来
り
、
一
時
間
位
話
し
て
ゆ
く
。（
昭
和
九
年
一
月
十
四
日
）

世
古
堂
来
り
、
明
日
余
及
び
米
人
、
か
の
日
本
人
を
芝
居
に
よ
ば
ん
と
云
ふ
。
気
す
す
ま
ず
辞
し
た
る
も
、
遂
に
断
り
き
れ
ず
承
知

す
。（
昭
和
九
年
一
月
二
十
三
日
）

午
後
、
世
古
堂
と
の
約
束
に
よ
り
桂
君
と
と
も
に
琉
璃
廠
に
ゆ
く
。﹇
中
略
﹈
広
和
楼
に
聴
劇
。
実
に
汚
く
且
つ
寒
く
、
些
か
の
興

味
な
く
強
ひ
て
坐
せ
り
。（
昭
和
九
年
一
月
二
十
四
日
）

桂
君
、
瀧
沢
氏
来
り
。
一
緒
に
冨
源
楼
に
世
古
堂
に
招
か
る
。（
昭
和
九
年
十
月
二

十
四
日
）

こ
の
よ
う
に
頻
繁
な
交
流
が
あ
っ
た
世
古
堂
で
あ
る
が
、
昭
和
九
年
十
月
二
十
九
日

を
最
後
に
『
日
記
』
か
ら
姿
を
消
す
。

当
時
、
北
京
の
古
書
市
場
は
競
争
が
激
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
長
澤
規

矩
也
氏
が
「
古
書
店
の
変
遷
は
東
京
以
上
に
目
ま
ぐ
る
し
く
、
わ
た
く
し
が
毎
年
北
京

に
行
っ
て
い
た
こ
ろ
、
わ
ず
か
一
年
の
差
で
盛
衰
い
ち
じ
る
し
い
も
の
も
あ
っ
た
し
、

一
年
に
店
が
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
看
て
取
れ
る
。

世
古
堂
は
『
日
記
』
に
よ
り
存
在
が
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
後
世
に

名
も
遺
さ
ず
消
え
て
い
っ
た
古
書
肆
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

【図①】現在の文奎堂（₂₀₁₄年８月栗山雅央氏撮影）
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四　

隆
福
寺
街
文
奎
堂

隆
福
寺
は
、
故
宮
の
東
北
に
位
置
す
る
明
代
の
ラ
マ
教
寺
院
で
あ
る
。
当
時
こ
の
門
前
街
が
琉
璃
廠
に
次
ぐ
古
書
店
街
で
、
長
澤
規

矩
也
氏
も
「
中
華
民
国
書
林
一
瞥
」
で
「
琉
璃
廠
を
別
項
に
譲
れ
ば
、
其
次
は
内
城
東
四
北
の
隆
福
寺
街
」
と
記
し
て
い
る
。

文
奎
堂
（
前
頁
︻
図
①
︼）
は
、
そ
の
最
有
力
店
の
一
つ
で
、
光
緒
七
年
（
一
八
八
一
）
に
王
雲
瑞
が
創
業
、
民
国
十
六
年
（
一
九
二

七
）
息
子
王
金
昌
が
跡
を
継
ぐ
。
番
頭
格
の
弟
子
に
よ
る
合
議
制
の
経
営
方
式
を
と
り
、
弟
子
は
来
薫
閣
陳
杭
は
じ
め
約
四
十
名
に
の

ぼ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、『
日
記
』
に
登
場
す
る
古
書
肆
第
一
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
当
時
、
日
本
人
の
間
で
も
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と

が
容
易
に
推
測
で
き
る
。

文
奎
堂
来
る
。『
越
縵
堂
日
記（

（
（

』

（︻
図
②
③
︼）
を
買
ふ
。
四
十
五

元
。
日
本
に
て
欲
し
か
り
し
も
の

也
。
文
奎
堂
は
毎
朝
書
物
を
持
ち

て
来
る
。

　
　（
昭
和
八
年
十
月
二
十
四
日
）

『
日
記
』
で
は
来
薫
閣
、
世
古
堂
と
ほ

ぼ
同
数
記
録
さ
れ
て
お
り
、
記
載
書
目

数
は
十
八
と
群
を
抜
い
て
多
く
、『
碑
伝

集
補
』『
呂
晩
村
文
集
』『
小
説
月
報
』

な
ど
幅
広
い
。
九
州
大
学
に
は
『
国
粋

学
報
』
を
購
入
さ
れ
た
と
の
記
事
が
あ

る
（
昭
和
九
年
九
月
二
十
七
日
）。
取
り

扱
う
書
は
量
、
質
と
も
に
優
れ
、
長
澤

【図②】九州大学附属図書館 『越縵堂日記』51巻

【図③】「九州帝国大学図書印」
「九州帝国大学昭 9. 2. 28」の受付印（上下とも筆者撮影）
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規
矩
也
氏
は
「
文
奎
堂
王
氏
は
、
街
の
南
北
に
店
舗
を
構
へ
、
琉
璃
廠
の
文
友
堂
と
共
に
平
中
の
二
大
書
肆
と
い
は
れ
る
。」
と
説
明
し

て
い
る
。『
倉
石
武
四
郎
中
国
留
学
記
』
に
は
二
十
六
カ
所
の
記
述
が
あ
り
、
来
薫
閣
に
次
い
で
多
い
。
吉
川
幸
次
郎
氏
に
も
随
所
に
記

事
が
あ
り
「
文
奎
堂
の
趙
殿
成
と
い
う
番
頭
さ
ん
が
、
ぼ
く
と
た
い
へ
ん
仲
よ
し
で
し
た
。」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。「
販
書
伝
薪
記
」

に
趙
殿
成
の
名
は
な
く
、
同
姓
で
趙
世
長
、
趙
明
旭
、
趙
広
進
が
見
え
る
。『
日
記
』
に
も
趙
殿
成
の
名
は
な
い
。

隆
福
寺
の
書
肆
街
は
現
存
す
る
が
、
文
奎
堂
は
そ
こ
に
は
な
い
。
他
の
書
肆
同
様
中
国
書
店
に
併
合
さ
れ
、
古
書
を
扱
う
書
肆
と
し

て
琉
璃
廠
に
屋
号
が
残
さ
れ
た
。
現
在
は
琉
璃
廠
西
街
路
南
に
店
舗
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
目
加
田
先
生
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
店
を
中
心
に
当
時
の
北
京
の
古
書
肆
の
一
端
を
辿
っ
た
。
日
本
の
学
界
が
古
書
市
場
の

重
要
な
顧
客
と
な
り
、
新
進
の
中
国
人
研
究
者
達
と
と
も
に
戯
曲
小
説
と
い
う
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
、
学
界
の
、
ひ
い
て
は
日
中
両

国
の
古
書
の
価
値
基
準
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
状
況
が
再
確
認
で
き
る
。

注

（
１
）  

各
氏
の
生
卒
年
及
び
留
学
期
間
は
以
下
の
と
お
り
。

 
 

 

倉
石
武
四
郎
（
一
八
九
七
～
一
九
七
五
）
一
九
二
八
﹇
昭
和
三
﹈
年
三
月
～
一
九
三
〇
﹇
昭
和
五
﹈
年
八
月

 
 

 

吉
川
幸
次
郎
（
一
九
〇
四
～
一
九
八
〇
）
一
九
二
八
﹇
昭
和
三
﹈
年
春
～
一
九
三
一
﹇
昭
和
六
﹈
年
春

 
 

 

小
川
環
樹
　 

（
一
九
一
〇
～
一
九
九
三
）
一
九
三
四
﹇
昭
和
四
﹈
年
三
月
～
一
九
三
六
﹇
昭
和
十
一
﹈
年
四
月

 
 

 

楠
本
正
継
　 

（
一
八
九
六
～
一
九
六
三
）
一
九
二
八
﹇
昭
和
三
﹈
年
三
月
～
一
九
三
〇
﹇
昭
和
五
﹈
年
四
月
（
独
・
英
・
中
） 

 
 

 

濱
　
一
衛
　 

（
一
九
〇
九
～
一
九
八
四
）
一
九
三
四
﹇
昭
和
九
﹈
年
五
月
～
一
九
三
六
﹇
昭
和
十
一
﹈
年
六
月

 
 

 

長
澤
規
矩
也
（
一
九
〇
二
～
一
九
八
〇
）
一
九
二
三
﹇
大
正
十
二
﹈
年
及
び
一
九
二
七
﹇
昭
和
二
﹈
年
よ
り
六
年
間
毎
年
訪
問
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（
２
）  

北
京
の
古
書
肆
に
つ
い
て
、
以
下
の
資
料
を
適
宜
参
照
し
た
。
吉
川
幸
次
郎
「
来
薫
閣
琴
書
店
―
琉
璃
廠
雑
記
―
」「
琉
璃
廠
後

記
」「
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
十
六
巻
清
・
現
代
篇
自
跋
」（
以
上
三
篇
、『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
）、

「
留
学
時
代
―
質
問
に
答
え
て
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
二
十
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
）、
目
加
田
誠
『
随
想
　
秋
か
ら
冬

へ
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
九
年
）、
長
澤
規
矩
也
「
中
華
民
国
書
林
一
瞥
」「
中
華
民
国
書
林
一
瞥
補
正
」「
わ
が
菟
集
の
歴
史
の
一
斑
」

「
収
書
遍
歴
一
一
、
一
二
、
一
三
」（
以
上
四
篇
、『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
六
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）、
小
川
環
樹
「
中
国
の

春
と
秋
」「
留
学
の
追
憶
」（
以
上
二
篇
、『
小
川
環
樹
著
作
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）、
倉
石
武
四
郎
『
倉
石
武
四
郎
中

国
留
学
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）、
孫
殿
起
「
琉
璃
廠
書
肆
三
記
」、
雷
夢
水
「
琉
璃
廠
書
肆
四
記
」、
孫
殿
起
・
雷
夢
水
「
記
廠

肆
坊
刊
本
書
籍
」、
張
涵
鋭
「
北
京
琉
璃
廠
書
肆
逸
乗
」、
孫
殿
起
「
販
書
伝
薪
記
」（
以
上
五
篇
、
孫
殿
起
輯
『
琉
璃
廠
小
志
』
北
京
出
版

社
、
一
九
六
二
年
）、
徐
雁
『
中
国
旧
書
業
百
年
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

（
３
）  

山
根
幸
夫
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史
―
昭
和
前
期
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
４
）  

中
島
長
文
「
北
京
小
記
三
　
書
肆
の
街
・
琉
璃
廠
」（『
飇
風
』
第
一
八
号
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

（
５
）  

目
加
田
誠
「
論
文
集
の
あ
と
に
」（『
目
加
田
誠
著
作
集
』
第
四
巻
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
文

系
合
同
図
書
室
蔵
の
大
部
な
府
県
志
書
函
群
が
当
該
の
も
の
と
み
ら
れ
る
（
昭
和
十
八
年
二
月
受
入
印
あ
り
）。

（
６
）  

「
先
学
を
語
る
―
楠
本
正
継
―
」、『
東
方
学
』
第
六
十
二
輯
（
一
九
八
一
年
七
月
）
を
参
照
。

（
７
）  

吉
川
幸
次
郎
氏
は
、
来
日
回
数
二
回
、
展
示
即
売
会
を
東
京
、
京
都
、
名
古
屋
の
三
カ
所
と
記
す
。

（
８
）  

目
加
田
誠
「
琉
璃
廠
」（『
秋
か
ら
冬
へ
』、
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
九
年
）。

（
９
）  

清
の
李
慈
銘
（
一
八
二
九
～
一
八
九
四
）
撰
、
全
五
十
一
冊
。
同
治
二
年
（
一
八
六
三
）
～
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）
の
著
者
自
筆

の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
石
印
に
付
し
て
い
る
。
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【『
北
平
日
記
』
に
登
場
す
る
書
肆
及
び
書
名
一
覧
】

所
在
地

書 

肆 

名

書
　
　
　
　
　
　
　
名

他
に
訪
れ
た
記
録
を

持
つ
日
本
人
研
究
者

琉
璃
廠

開
明
書
局

説
文
句
読
（
四
川
刻
）、
文
始

長
澤
・
倉
石

翰
文
斎

長
澤
・
倉
石
・
吉
川

群
玉
斎

東
周
列
国
志
、
西
湖
佳
話
、
群
玉
斎
本
儒
林
外
史
、
三
国
志
演
義
（
嘉
靖
版
）、
嘨
余
譜
（
明
版
）、
庶

幾
堂
今
楽
、
漢
魏
楽
府
広
序
、
三
水
小
牘
、
顔
学
弁

長
澤
・
倉
石

松
筠
閣

水
滸
伝
（
影
印
）

長
澤
・
吉
川

商
務
印
書
館

鮚
埼
亭
集
（
四
部
叢
刊
零
本
）、
越
縵
堂
続
詩
集
、
浙
東
学
術
㴑
源
、
曼
殊
、
南
唐
二
主
詞
、
珠
玉
詞
、

小
山
詞
、
董
仲
則
年
譜
、
全
祝
望
年
譜
、
草
堂
詩
餘
（
四
部
叢
刊
本
）、
石
遺
室
詩
話
、
説
文
解
字

長
澤
・
吉
川

世
古
堂

拍
案
驚
奇
、
返
生
香
、
燕
居
筆
記
、
雅
趣
叢
書
、
野
叟
曝
言
、
品
花
宝
鑑
、
納
書
楹
曲
譜
、
詞
律
、
香

艶
叢
話
、
清
人
説
薈
、
宣
和
遺
事
、
樊
山
集

藻
文
堂

拝
月
亭
（
世
徳
堂
刊
）

直
隷
書
局

説
文
解
字
（
掃
葉
山
房
影
印
）

長
澤
・
倉
石

通
学
斎

定
盦
全
集
（
原
版
）、
篋
中
詞
、
白
雨
斎
詞
話
、
読
経
瑣
記

長
澤
・
倉
石
・
吉
川

東
亜
公
司

華
語
萃
編
、
日
華
辞
典
縮
冊

長
澤

徳
友
堂

目
録
学
発
微
（
北
大
出
版
）、
古
本
書
目
（
沈
宗
本
）、
古
文
旧
書
考
、
両
漢
三
国
学
案
、
詞
譜
、
清
芸

文
志
、
樵
歌
（
四
印
斎
本
）

長
澤
・
倉
石

南
山
閣

王
船
山
遺
書

文
禄
堂

今
古
奇
観
、
雪
月
梅

長
澤
・
倉
石

来
薫
閣

西
廂
記
十
則
、
碑
伝
集
補
、
影
印
山
帯
閣
楚
辞
、
四
庫
全
書
総
目
、
雨
窓
欹
枕
集
、
甲
骨
文
編
、
国
学

論
文
索
引
三
編
、
広
韻

長
澤
・
倉
石
・
吉
川

濱
・
楠
本

不
明

越
縵
堂
続
詩
集
、
読
通
鑑
論
、
南
渡
録
、
浣
紗
記
、
元
曲
零
本
（
明
版
）、
殺
狗
勧
夫
、
紅
楼
夢
散
套
、

定
庵
全
集
附
年
譜
、
易
順
鼎
編
年
詩
集
、
疑
雨
集
、
宋
金
元
詞
現
存
書
目
、
遊
山
詩
集
、
章
太
炎
文
集

隆
福
寺
街

修
綆
堂

説
文
句
読

長
澤

帯
経
堂

長
澤
・
倉
石
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東
莱
閣

西
廂
記
、
海
録
軒
本
文
選

長
澤

文
奎
堂

越
縵
堂
日
記
、
碑
伝
集
補
、
新
学
偽
経
考
、
呂
晩
村
文
集
、
董
解
元
西
廂
記
、
辛
稼
軒
詞
疏
証
、
詞
学
、

南
江
書
録
、
北
詞
広
正
譜
、
漱
玉
集
、
大
鶴
山
房
全
書
、
人
間
詞
話
、
八
十
回
本
紅
楼
夢
、
小
説
月
報
、

両
当
軒
詩
鈔
、
草
堂
詩
余
、
北
平
図
書
館
館
刊
、
国
粋
学
報

長
澤
・
倉
石
・
吉
川

保
萃
斎

詞
学
叢
書

長
澤
・
倉
石

不
明

二
十
一
史
弾
詞
、
絶
妙
好
詞
箋
、
詞
林
正
韻
、
聖
庿
祀
典
図
考
、
六
朝
事
績
編
類
、
通
志
堂
集
、
謫
麟

堂
遺
集

東
安
市
場

佩
文
斎

漱
玉
詞

長
澤

不
明

文
史
通
義
、
清
代
学
者
生
卒
及
著
作
表
、
鄭
振
鐸
中
国
文
学
史
、
文
心
雕
竜
、
日
語
会
話
読
本
、
燕
子

箋
、
飲
水
詞
、
嘗
試
集
、
紅
楼
夢
、
啼
笑
因
縁
、
詩
経
音
釈
、
大
地
、
紅
楼
夢
弁
、
国
劇
画
報
、
鄭
振

鐸
中
国
文
学
論
集
、
詞
曲
史
、
近
代
二
十
家
評
伝
、
黎
錦
熙
国
文
法
、
現
代
中
国
文
学
史
、
太
白
、
紅

楼
夢
伝
奇
、
蘇
曼
殊
全
集
、
越
縵
堂
詩
話
、
胡
適
文
選
、
天
游
閣
詩
集
、
樊
山
集
、
道
咸
同
光
四
朝
詩

史
、
詞
学
季
刊
、
燕
子
箋
評
釈
、
王
壬
秋
全
集
、
温
飛
�
詩
箋
注
、
煙
霞
万
古
楼
詩
集
、
詩
経
原
始
、

新
方
言
、
今
古
学
攷
、
読
詞
偶
得
、
人
間
世
第
一
巻
合
本
、
国
故
論
衡
、
中
国
声
韻
学

漢
花
園

北
大
出
版
組

北
大
学
生
、
国
学
季
刊

長
澤

景
山
東
街

景
山
書
社

文
学
年
報
第
一
期
、
文
哲
季
刊
、
国
学
季
刊
（
胡
適
石
頭
記
鈔
本
関
連
）、
嶺
南
学
報

長
澤

宣
武
門
内

孽
海
花
、
新
青
年
雑
誌
（
第
一
、
二
、
三
年
合
本
）、
林
黛
玉
筆
記

西
単
商
場

八
十
回
本
紅
楼
夢
、
画
人
行
脚

そ
の
他
、

所
在
地
不

明

協
成
堂

詞
学
全
書

四
存
学
会

四
存
月
刊
第
一
期

人
人
書
房

雑
拌
児
第
二

北
平
図
書
館
戯
曲
音
楽
展
覧
会
目
録
、
北
平
図
書
館
善
本
書
目
、
秋
水
軒
尺
牘
、
陰
隲
文
図
説
、
北
京
游
覧
指
南
、
文

学
季
刊
第
一
季
、
古
韻
標
準
、
貫
華
堂
原
本
西
廂
記
、
書
影
、
骨
董
瑣
記
、
戯
劇
叢
刊
、
石
頭
記
索
隠
、
国
学
論
叢
（
王

静
安
紀
念
号
）、
半
厂
叢
書
、
説
文
二
徐
箋
異
、
説
文
釈
例
、
嶺
南
学
報
、
楊
守
敬
年
譜


